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研究の概要 
 植物の個体や細胞は高度な周期形態を示し、その周期性は内的プログラムや外的因子により
柔軟に変化する。植物は周期とその変調を積極的に利用することで、形態の多様性や環境適応力
を発揮している。植物の形態に現われるこの「可塑的な周期性」は、個体内に潜在する自律振動
とその変調に起因すると考えられるが、その実体や形態への表出機構は不明である。本領域では、
植物の形態と発生動態を司る原理と意義を、細胞や細胞下レベルの周期と変調の視点から探求
する。植物学者・情報学者・数理生物学者の連携により、「周期と変調」を基軸として植物の発
生原理を再構築する。 
 
研究分野：植物発生学、細胞生物学、数理生物学、情報学 
 
キーワード：植物形態、周期、変調、イメージング、数理解析、機械学習、人間拡張工学 
 
１．研究開始当初の背景 
 植物の形態には高度な周期性が見られる。植物はそれら
の周期性を発生プログラムや環境因子に応じて変調するこ
とで多様な形態を生み出し適応力を発揮している。植物の
成長や生理機能を理解するためには、その基軸となってい
る周期形態の形成と変調機構を明らかにする必要がある。
植物の発生過程は、ライブイメージングや数理解析に適し
ている。情報学や数理生物学との融合研究を組織的に推進
することで、生物が周期形態を作る機構とその意義について知見が深まることが期待される。 
 

２．研究の目的 
 本領域では、細胞やオルガネラレベルの自律的な周期が、植物に特有の周期形態を発現する原
理や、周期の変調が植物の形態に可塑性や多様性を与える原理を、植物発生学、数理生物学、情
報学、人間拡張工学の緊密な連携により明らかにする。本領域で得られる成果は、植物の発生原
理の解明という学術的価値に留まらず、周期ユニットの形成制御を通じた植物生産力の増強や、
異分野融合研究の推進による生物学研究の革新といった多面的な価値を持つ。 
 
３．研究の方法 
 本領域では、周期と形態を結ぶ原理を植物発生学、情報学、
数理生物学の融合研究により明らかにする。イメージングで
得られた細胞動態を基に、情報学や数理生物学の技術を駆使
して定量化やモデリングを行う。研究項目としては、器官形
態の表出原理を探求する A01、細胞運命と細胞構造の表出原
理を探求する A02、数理モデリングや画像解析技術、人間拡
張工学による発見支援技術を開発する A03 の３つを置き、学
際融合ネットワークを組織して共同研究を推進する。 
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４．研究の進展状況及び成果 
(1) A01 器官形態の表出原理の解明 
 根の形態に関して、根端ドームの形状が種によらず力学的に安定なカテナリー曲線に収斂す
ることを数理と実験の共同研究で明らかにした [1]。また根の周期的な分岐に機能する転写因
子、細胞骨格、極長鎖脂肪酸の機能を見出した[2-4]。さらにマメ科植物の根粒形成密度が、葉
で合成されたマイクロ RNA により制御されることを明らかにした[5]。葉の形態に関しては、単
面葉の形成において鍵制御遺伝子の発現パターンを決定する機構を明らかにした[6]。また水陸
両用植物が水中葉と気中葉を作り分けるプロセスや、異なる気孔パターンを作り出す原理を明
らかにした[7,8]。さらにイネ科植物において葉の時空間パターンを作り出す遺伝的経路を明ら
かにした[9]。コケ植物に関しては、蘚類の葉の空間配置とその多様性を決定する機構を明らか
にするとともに、ゼニゴケ葉状体の分岐パターンを決めるペプチド因子や、ゼニゴケとイネで独
立に進化した側成器官の形成を、相同な転写因子が制御することを明らかにした [10-12]。 
(2) A02 細胞運命と細胞構造の表出原理の解明 
 オルガネラや細胞構造の周期性について、ゼニゴケの油体形成に関わる転写因子や、油体が膜
交通経路の方向転換により形成されることを明らかにした [13,14]。また道管細胞壁パターン
の形成過程に関して、微小管切断因子の配置を決定する新規因子とその機能や[15]、転写因子の
競合的結合が維管束幹細胞の増殖と分化をバランスさせる原理を明らかにした [16]。有性生殖
過程に関しては、受精卵のオルガネラ動態が体軸形成に果たす役割を明らかにした[17]。また雌
性配偶体細胞の運命決定や、受精時のヒストン修飾のリセットと胚パターン形成の関連を明ら
かにした[18,19]。さらに花粉管内に周期的に形成されるカロースプラグが精核のポジショニン
グに果たす機能や、受精後の精核の移動を制御する F アクチン動態制御を明らかにした[20,21]。
概日リズムが植物の細胞分化や成長相転換を制御するメカニズムに関し、時計タンパク質が細
胞の運命決定や分裂に関わる遺伝子を直接発現制御することを明らかにした。また動植物に共
通した概日時計の温度補償性におけるカルシウムシグナルの関与を明らかにした[22]。ライブ
イメージング技術の開発と利用に関して、新規蛍光プローブの開発、細胞壁癒合因子の発見、抗
体と蛍光タンパク質の融合タンパク質を発現する植物を用いた転写活性化状態の可視化などの
成果が得られた[23-25]。 
(3) A03 数理情報解析とモデリング手法の開発 
 数理生物学については、制御ネットワーク構造のみからシステム全体のダイナミクスと鍵分
子を決定する数理理論を、植物の制御ネットワークに適用するアルゴリズムを開発した[26]。ま
た細胞集団の回転運動や単一細胞を押し出す機構のモデリングを行った[27 ほか]。また環境刺
激や化合物などの入力に対する概日リズムの位相応答を高効率に測定する手法の開発や数理モ
デルの構築で成果が得られた [28,29]。画像解析技術に関しては、４次元顕微鏡画像から分裂中
の細胞を高精度に検出する手法や、２次元イメージから細胞やオルガネラを高精度にセグメン
テーションする深層学習ネットワークを構築した[30,31 ほか]。人間拡張工学では、指先装着型
感覚拡張顕微鏡といった独創的な技術を開発した[32]。 
 
５．今後の研究計画 
 期間前半の活動によりイメージングと画像処理技術が融合し、周期形態や周期動態の定量解
析手法が開発された。また多くの研究課題で形態発現の作動原理が明らかになった。期間の後半
においては、数理生物学や人間拡張工学と植物発生学の連携をさらに加速し、発生機構の普遍性
と多様性を抽出する。例えば、A01 では根と葉の形態制御における細胞分裂や細胞伸長の寄与の
共通性や、側根とマメ科根粒形成周期の共通性など、系を横断した考察を行う。A02 では、オル
ガネラや細胞骨格の周期動態と細胞運命決定のリンクについて普遍性や多様性の観点から考察
する。A03 項目では解析ツールや発見支援ツールの開発を加速させ、各研究課題の解決に供する。 
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